


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































J.カボー （山崎庸一郎訳）『シモー ヌ・ヴェー ユ最後の日々 」(1978,承すず書房，原著は1967年刊行）
S.ペトルマン（田辺保訳）『詳伝シモー ヌ・ウエイユII｣(1978,勁草書房，原著1973年）
18 八木正
ことに田辺氏の著作は，これまでヴェイユの研究書を関心の外に置いてきた（というより，そうする精
神的余裕を欠いていた）自分にたいして，痛烈な反省を強いるものであった。氏のヴェイユにかんする一
連の著作には，ほかにつぎのものがある。
田辺保『シモーヌ．ウエイユーその極限の愛の思想』（1968,講談社）
田辺保『奴隷の宗教一シモーヌ・ヴェイユとキリスト教』(1970,新教出版社）
後者には，〈｢力」の詩＞をめぐる考察が含まれている。
(3)この問題への言及をはじめ，ヴエイユの諸論稿に即して，鋭い考察を進めている注目すべき著作とし
て，つぎのものがある。
河野信子『シモーヌ．ウェイユと現代一究極の対原理』（1976,大和書房）
本篇で使用したテキストは，すべて下記の版に限られている。（｢ページ」で前者の，「p」で後者の箇所
を表示した｡)
『シモーヌ・ウエイユ著作集V根をもつこと』（山崎庸一郎訳，1967,春秋社）
SimoneWeil:L'enracinement.(1949,Gallimard,Collectionidees)
〔付記〕
予定では,今回で連載を終了し，本稿は一応の完結をみるはずであった。しかし，最終回を迎えた段階で，
筆者の構想に根本的な変更が生じたために，いま一度の継続を余儀なくされてしまった。
当初の計画では，3「社会学的意義」において，ヴェイユが提起した社会学的諸命題を整理し，それらを
あれこれの社会学説と比較対照しつつ，論評を加えるつもりであったが，どうもそれでは，ヴェイユの社会
的抑圧論の実質を鮮明に浮き彫りにするのが難しいように思われてきたので，3を表記のように,「<社会的
なるもの＞の把握一デュルケムとの対比において」と改め,ただ一点，ヴェイユとデュルケムとの対比に焦
点を絞って論じたいと，思い定めるにいたった。そうするためには，デュルケムの社会学説について徹底的
に究明することが不可欠であり，またまったく想を新たにして問題ととりくむことが必要となったのであ
る。
このようなわけで,連載が延びるにいたった事情について釈明するとともに，このことによって，多大な
ご迷惑をかけることになる論集委員会にたいして，心からお詫び申し上げたい。
（1978年10月26日記）
